
「
坂
の
上
の
街
」で
Ｙ
Ｏ
Ｕ
に
会
う

中
小
企
業
診
断
士
　

荒
谷
　

司
聖

九段商店街振興組合（千代田）

地
方
産
地
が〝
対
面
販
売
〟

五
反
野
駅
前

通
り
銀
座
会
　

ネ
ッ
ト
中
継
や
ブ
ー
ス

「
来
て
下
さ
る
」客
を
大
切
に

第

期
生
　
　

市
川
　

力
氏
　

向
島
橘
銀
座

商
店
街（
協
）

い
ち

か
わ

ち
か
ら

お
年
寄
り
の

万
引
き
防
止
年度都振連
調査報告書①

春
先
に
は
桜
一
色
の
通
り
に
多
く
の
人
が
訪
れ
る

【
現
況
】

　
九
段
下
の
駅
を
降
り
て
坂
の

上
を
目
指
す
と
左
手
に
日
本
武

道
館
の
タ
マ
ネ
ギ
（
擬
宝
珠
）

が
、
右
手
に
は
靖
国
神
社
の
第

一
鳥
居
（
大
鳥
居
）
が
見
え
ま

す
。
さ
ら
に
上
る
と
桜
の
名
所

「
千
鳥
ヶ
淵
」
と
な
り
、
春
先

に
は
桜
一
色
の
景
色
を
見
に
多

く
の
人
が
こ
こ
を
訪
れ
、
水
色

の
ボ
ー
ト
に
乗
っ
た
人
た
ち
が

桜
色
の
空
を
見
上
げ
る
光
景
を

目
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
も
う
少
し
上
る
と
九
段
坂
上

の
交
差
点
。
こ
こ
が
九
段
商
店

街
振
興
組
合
の
東
の
入
口
で
、

こ
の
３
月
で
開
業
１
２
０
周
年

を
迎
え
る
西
の
Ｊ
Ｒ
市
ヶ
谷
駅

ま
で
の
お
よ
そ
１
㌔
㍍
、
靖
国

通
り
を
挟
ん
で
南
北
５
０
０
㍍

ほ
ど
が
そ
の
エ
リ
ア
で
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
こ
の
商
店

街
、
入
口
の
ア
ー
ケ
ー
ド
も
な

け
れ
ば
、
揚
げ
物
の
香
り
が
す

る
わ
け
で
も
な
く
、
い
わ
ゆ
る

「
商
店
街
」
の
雰
囲
気
は
ほ
と

ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

【
商
店
街
活
動
の
現
在
】

　
九
段
の
商
店
街
は
「
ザ
・
商

店
街
」
で
は
な
い
。

　
そ
の
理
由
の
１
つ
は
九
段
の

歴
史
に
あ
り
ま
す
。
今
で
は
多

く
が
マ
ン
シ
ョ
ン
や
オ
フ
ィ
ス

ビ
ル
に
形
を
変
え
、
何
軒
か
の

お
宅
の
外
観
に
そ
の
風
情
を
残

す
だ
け
と
な
り
ま
し
た
が
、
九

段
の
街
は
明
治
の
初
め
か
ら
高

度
成
長
期
に
か
け
て
花
柳
界
で

し
た
。
昭
和
初
期
に
は
芸
者
屋

数
１
０
６
軒
を
数
え
、
浅
草
、

柳
橋
に
次
ぐ
規
模
だ
っ
た
そ
う

で
す
。

　
商
店
街
で
は
昨
年
、
そ
う
し

た
街
の
歴
史
を
商
店
街
の
視
点

か
ら
冊
子
に
ま
と
め
、
地
元
の

学
校
や
図
書
館
な
ど
の
公
共
施

設
、
あ
る
い
は
昨
年
で
３
回
目

を
迎
え
た
「
坂
の
上
の
街
『
九

段
』
サ
ク
ラ
祭
り
」
な
ど
で
配

布
し
ま
し
た
。

　
そ
の
サ
ク
ラ
祭
り
で
は
、
人

力
車
に
乗
っ
て
九
段
の
街
を
楽

し
ん
で
い
た
だ
く
イ
ベ
ン
ト
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。
当
日
の
乗

車
希
望
（
有
料
）
の
他
、
事
前

に
九
段
商
店
街
で
お
買
い
物
し

て
く
だ
さ
っ
た
お
客
様
の
中
か

ら
抽
選
で
ご
招
待
す
る（
無
料
）

と
い
う
取
組
み
で
す
。
人
力
車

そ
の
も
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
乗
車
前
に
召
し
上
が
っ
て

い
た
だ
く
お
抹
茶
や
、
九
段
の

名
店
謹
製
の
御
土
産（
お
菓
子
）

も
大
変
好
評
で
、
昨
年
も
雨
風

の
中
、
多
く
の
お
客
様
に
お
よ

そ

分
の
九
段
小
旅
行
を
体
験

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
目
的
の
一
つ
は
、
靖
国
通
り

の
南
側
、
四
ツ
谷
に
向
か
う
か

つ
て
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト

「
二
七
通
り
」
と
、
靖
国
通
り

か
ら
は
見
え
な
い
こ
の
通
り
沿

い
の
魅
力
を
味
わ
っ
て
い
い
た

だ
く
こ
と
で
し
た
が
、
そ
の
目

的
は
十
分
に
達
成
で
き
た
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

【
今
後
の
展
開
】

　
千
代
田
区
は
企
業
に
勤
め
る

人
の
出
入
り
が
多
く
、
昼
間
人

口
が
夜
間
人
口
の

倍
に
も
な

る
地
域
で
す
。
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル

が
並
ぶ
九
段
界
隈
も
例
外
で
は

な
く
、
昼
夜
だ
け
で
な
く
平
日

と
休
日
の
通
行
量
に
も
か
な
り

の
差
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
昼
夜
、
平
日
休
日

の
ギ
ャ
ッ
プ
は
こ
の
界
隈
で
の

商
売
を
難
し
く
し
て
い
ま
す

が
、
一
方
で
こ
こ
に
は
そ
う
し

た
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
て
く
れ
る

資
産
も
あ
り
ま
す
。

　
靖
国
神
社
、
日
本
武
道
館
と

い
っ
た
施
設
に
は
、
桜
の
季
節

以
外
に
も
観
光
客
を
惹
き
付
け

る
パ
ワ
ー
が
あ
り
ま
す
し
、
区

域
内
に
複
数
あ
る
大
学
、
専
門

学
校
も
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
は
異

な
る
行
動
属
性
を
持
つ
人
々
が

集
う
と
い
う
意
味
で
と
て
も
貴

重
な
存
在
で
す
。

　
と
り
わ
け
、
ゆ
っ
た
り
と
し

た
時
間
を
過
ご
す
こ
と
の
多
い

海
外
か
ら
の
観
光
客
は
商
店
街

に
と
っ
て
あ
り
が
た
い
存
在

で
、
２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
、
今
後
ま

す
ま
す
重
要
な
存
在
に
な
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

【
具
体
的
な
対
策
と
課
題
】

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、

当
商
店
街
で
は
今
「
Ｙ
Ｏ
Ｕ
と

ふ
れ
あ
う
街
　
九
段
」
と
題
し

て
海
外
か
ら
の
観
光
客
を
お
迎

え
す
る
準
備
を
整
え
て
い
ま

す
。
昨
年
の
取
組
み
で
好
評
だ

っ
た
「
坂
の
上
の
街
　
九
段
」

英
訳
の
他
、
店
頭
サ
イ
ン
ボ
ー

ド
の
多
言
語
表
示
、
従
業
員
の

英
会
話
教
育
な
ど
に
加
え
、
近

隣
大
使
館
な
ど
と
の
連
携
も
模

索
し
て
い
ま
す
。

　
と
は
い
え
、
こ
う
し
た
取
組

み
は
い
ず
れ
も
実
際
に
来
街
さ

れ
た
お
客
様
を
大
切
に
す
る
も

の
で
あ
っ
て
、「
来
て
下
さ
い
」

と
い
う
仕
掛
け
と
し
て
は
不
十

分
と
感
じ
て
い
ま
す
。
ど
ん
な

に
良
い
出
来
栄
え
の
冊
子
も
、

手
に
取
っ
て
い
た
だ
か
な
い
こ

と
に
は
始
ま
り
ま
せ
ん
。

　
今
後
は
、
選
ば
れ
る
街
、
商

店
街
に
な
る
仕
掛
け
を
考
え
、

実
行
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

す
。
神
社
や
大
学
、
大
使
館
な

ど
と
の
間
に
徐
々
に
で
き
つ
つ

あ
る
協
力
関
係
を
活
か
し
て
、

引
き
続
き
九
段
の
魅
力
を
発
信

し
て
参
り
ま
す
。

「商品の小分けや配達など、まだまだ工夫の余地はあるはず」

　
３
月
８
日
日
曜
日
に
「
第
５
回

つ
ま
み
ぐ
い
ウ
ォ
ー
ク
」
が
開
催

さ
れ
る
、
キ
ラ
キ
ラ
橘
こ
と
墨
田

区
・
向
島
橘
銀
座
商
店
街
。
年
３

回
ペ
ー
ス
で
回
を
重
ね
て
お
り
、

「
遠
方
か
ら
観
光
客
が
訪
れ
る
き

っ
か
け
に
も
な
っ
て
い
る
」
。

「
〝
あ
ま
り
の
人
出
に
チ
ャ
リ
ン

コ
で
は
通
れ
な
い
ほ
ど
〟だ
っ
た
、

か
つ
て
の
賑
わ
い
を
取
り
戻
し
た

い
」
。
自
ら
は
〝
つ
ま
み
ぐ
い
〟

に
参
加
で
き
な
い
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

業
な
が
ら
も
、
街
の
賑
わ
い
ぶ
り

に
目
を
細
め
る
市
川
さ
ん
だ
。

　
一
方
で
、
「
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ

ー
の
せ
っ
か
く
の
集
客
効
果
は
、

ま
だ
ま
だ
商
店
街
と
し
て
の
広
域

集
客
に
は
つ
な
げ
ら
れ
て
い
な

い
」
。
後
継
者
難
な
ど
店
主
の
高

齢
化
、
店
主
の
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

意
識
化
」
を
挙
げ
て
、
「
集
客
が

見
込
ま
れ
る
土
日
に
営
業
し
て
い

な
い
店
が
多
い
」
と
唇
を
か
む
。

商
業
集
積
と
し
て
の
街
の
未
来
に

強
い
危
機
感
を
抱
く
。

　
「
こ
う
し
て
経
営
意
欲
に
温
度

差
が
あ
る
個
々
の
店
を
、
商
店
街

と
し
て
い
か
に
束
ね
て
い
け
る
の

か
」
。
そ
ん
な
悩
み
を
胸
に
参
加

し
た
都
振
連
商
店
街
大
学
で
は
、

「
同
じ
悩
み
を
抱
え
る
若
手
と
膝

詰
め
で
議
論
し
合
え
た
こ
と
、
そ

し
て
何
よ
り
も
地
元
商
店
街
の
良

さ
を
再
認
識
で
き
た
こ
と
が
大
き

な
収
穫
」
。
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
シ

ル
バ
ー
カ
ー
ド
事
業
、
ご
当
地
ア

イ
ド
ル
の
活
用
な
ど
、
地
元
商
店

街
は
全
国
で
も
モ
デ
ル
的
存
在
。

「
自
分
を
育
て
て
く
れ
た
商
店
街

の
良
さ
を
、
胸
を
張
っ
て
も
っ
と

内
外
へ
発
信
し
て
い
き
た
い
」
。

　
「
衣
料
関
連
は
食
い
っ
ぱ
ぐ
れ

が
な
い
、
や
り
方
次
第
で
い
く
ら

で
も
伸
ば
せ
る
と
、
父
か
ら
幼
少

時
よ
り
刷
り
込
ま
れ
続
け
て
」
、

今
で
は
創
業
者
の
祖
父
、
父
母
、

そ
し
て
兄
と
と
も
に
店
舗
・
工
場

を
支
え
る
。
自
ら
の
担
当
顧
客
分

に
つ
い
て
は
ボ
タ
ン
・
染
み
の
状

況
確
認
、洗
浄
仕
上
げ
、た
た
み
、

配
達
ま
で
一
貫
し
て
責
任
を
持

つ
。
そ
ん
な
品
質
と
信
頼
で
客
層

は
都
内
一
円
に
広
が
り
、
今
で
は

９
割
が
先
方
へ
出
向
い
て
の
常
連

の
配
達
客
。
そ
れ
だ
け
に
「
街
・

店
に
わ
ざ
わ
ざ
来
て
下
さ
る
、
地

元
客
を
こ
そ
大
切
に
し
な
け
れ

ば
」
。
店
、
そ
し
て
街
の
未
来
を

見
据
え
る
若
き
リ
ー
ダ
ー
に
ぜ
ひ

今
後
も
期
待
し
た
い
。

商　店　街　ニ　ュ　ー　ス （４）第号（昭和年月日第三種郵便物認可）平成年月日（毎月日発行）

昨年の歳末セールでは福岡県朝倉市と連携

【
万
引
き
理
由
の
意
識
】

　
地
方
の
小
さ
な
産
地
と
都

心
の
小
さ
な
商
店
街
が
手
を

組
む
こ
と
で
、
と
も
に
元
気

に
な
ろ
う

。
そ
ん
な
ユ

ニ
ー
ク
な
趣
旨
で
地
方
産
地

と
の
連
携
イ
ベ
ン
ト
を
実
践

し
て
い
る
の
が
足
立
区
の
五

反
野
駅
前
通
り
銀
座
会
（
原

口
香
寿
子
会
長
）
だ
。
昨
年

夏
の
中
元
福
引
セ
ー
ル
時
に

は
、
北
海
道
小
樽
漁
港
の
鮮

魚
店
と
連
携
。
福
引
抽
選
会

場
で
は
、
北
海
道
の
店
主
と

地
元
客
を

イ
ン
チ
の
モ
ニ

タ
ー
に
て
ネ
ッ
ト
経
由
で
つ

な
い
で
、
新
鮮
な
魚
介
類
を

〝
対
面
〟
で
宅
配
販
売
。
続

く
昨
年
末
の
歳
末
福
引
セ
ー

ル
時
に
は
、
福
岡
県
朝
倉
市

の
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
協
議
会
と

連
携
。
福
引
抽
選
会
場
に
同

市
の
道
の
駅
ブ
ー
ス
を
設
け

て
、
生
産
者
の
対
面
販
売
を

実
施
し
て
い
る
。

　
歳
末
セ
ー
ル
は
昨
年

月

末
か
ら

月

日
に
か
け
て

行
わ
れ
、

月

日
～

日

に
は
朝
倉
市
の
ブ
ー
ス
に

て
、
た
か
な
炒
飯
や
野
菜
ジ

ャ
ム
、
ガ
ー
リ
ッ
ク
ラ
イ
ス

醤
な
ど
の
同
市
特
産
品
を
試

食
・
販
売
。
た
く
さ
ん
の
地

元
親
子
連
れ
が
訪
れ
た
。

　
同
商
店
街
の
セ
ー
ル
企
画

で
は
、
毎
回
商
店
街
買
い
物

券
の
景
品
提
供
に
加
え
て
、

ハ
ズ
レ
く
じ
５
本
で
の
ダ
ブ

ル
チ
ャ
ン
ス
企
画
で
あ
る
各

加
盟
店
提
供
の
利
用
券
が
人

気
を
集
め
る
。
昨
年
の
中
元

セ
ー
ル
抽
選
企
画
で
は
、
連

携
先
と
な
っ
た
小
樽
漁
港
の

海
鮮
店
の
買
い
物
券
も
盛
り

込
ま
れ
て
、
同
店
の
都
心
商

店
街
で
の
新
規
顧
客
開
拓
に

も
つ
な
げ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
地
方
事
業
者
・

産
地
と
の
連
携
を
重
ね
る
こ

と
で
、
「
イ
ベ
ン
ト
時
に
人

気
を
集
め
た
地
方
産
品
を
商

店
街
の
個
店
が
恒
常
的
に
扱

う
よ
う
に
な
る
な
ど
、
地
方

産
地
・
都
心
商
店
街
双
方
が

メ
リ
ッ
ト
を
得
ら
れ
る
き
っ

か
け
に
つ
な
げ
た
い
」
と
山

田
知
孝
同
商
店
街
総
務
部

長
。

　
都
内
商
店
街
の
地
方
物
産

販
売
で
は
、
著
名
産
地
や
道

府
県
レ
ベ
ル
か
ら
の
出
店
希

望
に
商
店
街
が
応
じ
る
か
た

ち
が
一
般
的
。
同
商
店
街
で

は
独
自
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

駆
使
し
て
地
方
連
携
先
を
開

拓
し
て
お
り
、
今
後
も
こ
う

し
た
イ
ベ
ン
ト
等
で
の
連
携

を
通
じ
て
、
都
心
の
小
規
模

商
店
街
活
性
化
お
よ
び
地
方

産
地
の
創
生
を
め
ざ
し
て
い

く
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
概
要
Ⅰ

（
１
面
に
関
連
記
事
）

《
視
点
１
》
「
流
通
業
務
関

係
者
」
と
「
親
が
高
齢
者
」

の
比
較

＜
１
＞
万
引
き
件
数
の
動
向

の
認
識

◆
「
高
齢
者
が
増
加
し
て
い

る
」
と
い
う
現
状
の
認
知
は

と
も
に
高
い

＜
２
＞
万
引
き
理
由
の
意
識

【
表
参
照
】

◆
「
生
活
の
孤
独
、
寂
し
さ

の
気
分
解
消
」
は
と
も
に
５

割
を
超
え
て
高
い

◆
流
通
は
「
く
せ
・
習
慣
」

の
回
答
が
高
い
（
親
が
高
齢

者
と

ポ
イ
ン
ト
差
）

◆
親
が
高
齢
者
で
は
「
脳
や

神
経
の
病
気
」
（
流
通
と


ポ
イ
ン
ト
差
）
、
「
貧
し
く

て
生
活
に
困
っ
て
い
る
」

（
同

ポ
イ
ン
ト
差
）
の
回

答
が
高
い

＜
３
＞
万
引
き
防
止
に
役
割

が
必
要
な
も
の
の
意
識

◆
流
通
は
「
店
が
行
う
防
止

策
」
の
回
答
が
断
ト
ツ
／
親

が
高
齢
者
で
は
「
店
が
行
う

防
止
策
」
と
「
仲
間
・
友
だ

ち
」
の
回
答
が
同
レ
ベ
ル

《
視
点
２
》
流
通
業
務
関
係

者
の
「
商
店
経
営
・
販
売
」

と
「
小
売
業
社
員
」
の
比
較

相
違
点

＜
１
＞
自
店
の
万
引
き
被
害

の
状
況
と
把
握

◆
商
店
経
営
・
販
売
は
「
高

齢
者
の
万
引
き
は
な
い
」

（
小
売
業
社
員
と

ポ
イ
ン

ト
差
）、「
被
害
額
は
な
い
」

（
同

ポ
イ
ン
ト
差
）
の
回

答
が
小
売
業
社
員
よ
り
高
い

◆
小
売
業
社
員
で
は
「
万
引

き
頻
度
わ
か
ら
な
い
」
（
商

店
経
営
・
販
売
と

ポ
イ
ン

ト
差
）
、
「
店
全
体
の
被
害

額
不
明
」
（
同

ポ
イ
ン
ト

差
）
の
回
答
が
多
い
。

＜
２
＞
自
店
の
万
引
き
対
策

◆
「
商
店
経
営
・
販
売
」
は

「
必
要
な
い
」
の
回
答
も
多

い
。
「
小
売
業
社
員
」
で
は

「
必
要
」
の
回
答
が
多
い
。

①
「
自
分
の
店
は
今
後
、
高

齢
者
の
万
引
き
対
策
が
必
要

か
」
の
回
答
比
較

「
必
要
な
い
の
で
し
て
い
な

い
」
の
回
答

商
店
経
営
・

販
売
＝

・
０
％
／
小
売
業

社
員
＝
４
・
０
％

「
し
っ
か
り
し
て
い
る
」

「
多
少
し
て
い
る
」

商
店

経
営
・
販
売
＝

・
０
％
／

小
売
業
社
員
＝

・
０
％

②
「
自
分
の
店
の
高
齢
者
の

万
引
き
対
策
」
実
施
の
回
答

比
較

「
必
要
」
「
ま
あ
必
要
」
の

回
答

商
店
経
営
・
販
売
＝


・
０
％
／
小
売
業
社
員
＝


・
０
％

「
必
要
な
い
」
「
あ
ま
り
必

要
な
い
」

商
店
経
営
・
販

売
＝

・
０
％
／
小
売
業
社

員
＝
６
・
０
％

＜
３
＞
店
の
タ
イ
プ
と
高
齢

者
の
万
引
き
件
数
の
関
係
性

◆
「
セ
ル
フ
型
の
ほ
う
が
多

い
」
の
回
答
は
多
い
が
、

「
小
売
業
社
員
」
で
は
「
ど

ち
ら
と
も
い
え
な
い
」
の
回

答
も
多
い
。

・
「
高
齢
者
の
万
引
き
件
数

は
店
の
タ
イ
プ
に
よ
る
違
い

が
あ
る
か
」
の
回
答
比
較

「
セ
ル
フ
型
の
ほ
う
が
多

い
」
「
や
や
多
い
」

商
店

経
営
・
販
売
＝

・
０
％
／

小
売
業
社
員
＝

・
０
％

「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」


商
店
経
営
・
販
売
＝

・

０
％
／
小
売
業
社
員
＝

・

０
％


